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1． 調査目的： 

①道路構造物（橋梁・斜面・トンネル・ＥＰＳ盛土など）

の地震被害状況 

②土木構造物の地震被害状況 

２．調査員： 

東京事業本部 堀田・関・大広・尾方・北村 

  発泡スチロール土木工法開発機構 佐藤 

３．地震被害調査行程： 

① 5/27（火）：仙台－関山ＴＮ－水沢ＴＮ－横岫ＴＮ－

横手ＴＮ－砂子関ＴＮ-月山沢ＴＮ－志津ＴＮ－仙台 

ＣＰＣＴＮ点検チームによるＴＮ被害調査 

② 5/28（水）：仙台－築館－関ＩＣ－気仙沼－大船渡  

築館・大船渡地区の地盤・斜面の地震による変状調査 

③ 5/31（土）：仙台－石巻－仙台 

三陸縦貫自動車道の道路構造物地震被害調査 

④6/ 1（日）：仙台近傍のＥＰＳ盛土変状調査 

４．地震諸元・地震被害状況 

 宮城県沖で2003年5月26日午後6時24分，マグニチュー

ド7.0（気象庁仙台管区気象台発表）の沈み込む海洋プ

レート（岩板）の内部で破壊が起きたことによる『スラ

ブ（沈んだ部分）内地震』が発生し，宮城・岩手両県に

被害を引き起こした．その後もマグニチュード4.5を超

える余震（5月26日18時48分にＭ=4.6, 5月26日19時09分

にＭ=4.7）が発生している．消防庁の発表によると，5

月28日23時時点で，重傷者20人，軽傷者139人．震源は，

宮城県気仙沼市の沖合いで，今回の地震を『三陸南地震』

と呼んでいる。震源の深さ（気象庁）は71kmとされてい

る．地表の最大水平加速度は，震源の約30km南の宮城県

牡鹿町で観測された1,111gal（東西方向，図-4.1防災科

学技術研究所の強震計ネットワークの観測地震動参照）

で阪神・淡路大震災での最大値818galを上回っている．

ついで岩手県釜石市(1,038gal)，宮城県歌津町(858gal) 

となっている．一方，地下100mより深い地点での強震計

では，岩手県住田町(1,280gal)，陸前高田市(888gal)と

なっている． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4.1 防災科学技術研究所の強震計ネットワーク観

測地震動（震源約30km南の牡鹿町1,111gal（東西方向）） 

５．地震の断層モデル 

 発震機構は，太平洋型プレート（岩板）の沈み込む方

向に圧力軸をもつ型で，太平洋プレート内部の地震と考

えられる．GPS観測の結果によると，本震の発生に伴っ

て震央の西側では最大約1.5cm程度の水平地殻変動が観

測されており，今回の地震の発震機構に整合している．

今回の地震は，1978年宮城県沖地震（M7.4）の震央から

北北西に約80km離れており，深さや発震機構も異なって

いることから，気象庁地震調査委員会で想定している宮

城県沖地震とは異なる地震と考えられている． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5.1  地震による地表面変位（提供：国土地理院） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5.2  今回の地震のメカニズム（提供：気象庁） 
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６．地震被害 

(1) 各地の震度分布ならびに既往の地震被害 

 日本の震度階級は，平成８年２月に改訂され１１階級

となっている（表-6.1日本の気象庁震度階級参照）．気

象庁の発表によると，各地の震度は，岩手県沿岸南部，

岩手県内陸南部，宮城県北部で震度６弱，青森県三八上

北，岩手県沿岸北部，岩手県内陸北部，山形県村山で震

度５強，宮城県南部，秋田県内陸南部，山形県最上，福

島県中通り，福島県浜通りで震度５弱である（図-6.2三

陸南地震による各地の震度分布参照）.また，当該地点

で過去に顕著な被害を及ぼした地震の履歴を表-6.2に

示している． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-6.1 三陸南地震の震央位置図（気象庁資料） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-6.2 三陸南地震の各地の震度分布（気象庁資料） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-6.3 宮城県周辺で過去に発生した主な地震分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-6.4 宮城県沖の過去の地震（気象庁資料） 
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表-6.1 日本の気象庁震度階級（平成８年２月改訂） 

階

級 
人間 屋内の状況 屋外の状況 木造建物 鉄筋・コンクリート造建物 ライフライン 

地盤・ 
斜面 

０ 揺れを感じない。 

１ 
屋内の一部がわずかな揺

れを感じる。 

    

２ 

屋内にいる人の多くが揺

れを感じる。眠っている

人の一部が、目を覚ます｡ 

電灯などのつり下げ物がわず

かに揺れる。 

  

３ 

屋内にいる人のほとんど

が、揺れを感じ恐怖感を

覚える 

棚にある食器類が、音を立て

ることがある。 

電線が少し揺れる。 

４ 

かなりの恐怖感があり身

の安全を図ろうとする。

眠っている人のほとんど

が、目を覚ます。 

つり下げ物は大きく揺れ､棚

にある食器類は音を立てる。

座りの悪い置物が倒れること

がある。 

電線が大きく揺れ，歩いて

いる人も揺れを感じる。自

動車を運転していて揺れに

気付く人がいる。 

        

５

弱 

多くの人が、身の安全を

図ろうとする。一部の人

は、行動に支障を感じる。 

つり下げ物は激しく揺れ､棚

にある食器類、書棚の本が落

ちることがある。座りの悪い

置物の多くが倒れ、家具が移

動することがある。 

窓ガラスが割れて落ちるこ

とがある。補強されていな

いブロック塀が崩れること

があり道路に被害が生じる

ことがある｡ 

耐震性の低い住宅では、壁

や柱が破損するものがあ

る。 

耐震性の低い建物では、壁

などに亀裂が生じるもの

がある。 

安全装置が作動し

ガスが遮断される

家庭がある｡水道管

の被害が発生し断

水することがある。 

５

強 

非常な恐怖を感じる。多

くの人が、行動に支障を

感じる。 

棚にある食器類、書棚の本の

多くが落ちる。テレビが台か

ら落ちることがある。タンス

など重い家具が倒れることが

ある。変形によりドアが開か

なくなることがある。一部の

戸が外れる。 

補強されていないブロック

塀の多くが崩れる。据え付

けが不十分な自動販売機が

倒れることがある。多くの

墓石が倒れる。自動車の運

転が困難となり、停止する

車が多い。 

耐震性の低い住宅では、壁

や柱がかなり破損したり、

傾くものがある。 

耐震性の低い建物では、

壁、梁（はり）、柱などに

大きな亀裂が生じるもの

がある｡耐震性の高い建物

でも、壁などに亀裂が生じ

るものがある。 

家庭などにガスを

供給するための導

管、主要な水道管に

被害が発生するこ

とがある。  

軟弱な地盤

で亀裂が生

じることが

ある。山地で

落石、小さな

崩壊が生じ

ることがあ

る。 

６

弱 

立っていることが困難に

なる。 

固定していない重い家具の多

くが移動、転倒する｡ 開かな

くなるドアが多い｡ 

かなりの建物で、壁のタイ

ルや窓ガラスが破損、落下

する。 

耐震性の低い住宅では、倒

壊するものがある。耐震性

の高い住宅でも、壁や柱が

破損するものがある。 

耐震性の低い建物では、壁

や柱が破壊するものがあ

る。耐震性の高い建物でも

壁、梁、柱などに大きな亀

裂が生じるものがある。 

家庭などにガスを

供給するための導

管、主要な水道管に

被害が発生する。  

６

強 

立っていることができ

ず､はわないと動くこと

ができない。 

固定していない重い家具のほ

とんどが移動、転倒する。戸

が外れて飛ぶことがある。 

多くの建物で、壁のタイル

や窓ガラスが破損、落下す

る。補強されていないﾌ゙ ﾛｯｸ

塀のほとんどが崩れる。

耐震性の低い住宅では倒

壊するものが多い。耐震性

の高い住宅でも壁や柱が

かなり破損する物がある。

耐震性の低い建物では、倒

壊するものがある。耐震性

の高い建物でも壁､柱が破

壊するものがかなりある。 

ガスを地域に送る

ための導管、水道の

配水施設に被害が

生ずることがある。 

地割れや山

崩れなどが

発生するこ

とがある。

７ 

揺れにほんろうされ、自

分の意志で行動できな

い｡ 

ほとんどの家具が大きく移動

し、飛ぶものもある｡ 

ほとんどの建物で、壁のタ

イルや窓ガラスが破損､落

下する。補強されているブ

ロック塀も破損するものが

ある。 

耐震性の高い住宅でも、傾

いたり、大きく破壊するも

のがある。 

耐震性の高い建物でも、傾

いたり、大きく破壊するも

のがある。 

［広い地域で電気、

ガス､水道の供給が

停止する｡］ 

大きな地割

れ地すべり

や山崩れが

発生し地形

が変わるこ

ともある。
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表-6.2 宮城県沖にて過去に顕著な被害を及ぼした地震の履歴 

          

日付 時刻 緯度 経度 深さ M 死者 負傷 被害 備考 

1793.02.17 - 38.50 144.50 - 8.2 21 - some  

1835.07.20 - 38.50 142.50 - 7.0 - - -  

1861.10.21 - 38.55 141.15 - 6.4 - - some  

1897.02.20 - 38.10 141.90 - 7.4 - - -  

1936.11.03 - 38.20 142.10 - 7.5 - - -  

1978.06.12 - 38.20 142.20 - 7.4 28 1,325 seve 1978年宮城県沖

 

(2)各地の地震被害状況 

 我々が今回の三陸南地震にてまず感じたのは，地震

規模に対して被害が非常に小さかったということであ

る．ここでは，特に以下に示す地区での地震被害につ

いて報告する． 

① 宮城県築館町館下地区での土砂崩れ 

② 岩手県大船渡港液状化現象による地盤沈下 

 

【宮城県築館町館下地区での土砂崩れ】 

宮城県築館町館下地区では，大規模な土砂崩れによ

り民家の車庫と乗用車が流されるなどの被害が確認さ

れた．この土砂崩れは地震発生直後に起き，長さ約200m，

幅約40mにわたって崩れた．大量の土砂は竹林や電柱を

なぎ倒し，２軒の民家をかすめながら，町道２箇所を

横切って水田まで達している． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-6.5 地震直後に発生した土砂崩れの全景 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-6.6 地震直後に発生した土砂崩れの位置図 

 

発生現場の宮城県築館町館下地区では，1970頃に丘

陵地を切り崩して畑地造成が行われており，造成前の

地形図との比較により沢（谷線）と土砂崩れの発生場

所がほぼ一致しているのが確認されている（図-6.7参

照）．このような状況により，この大規模な土砂崩れ

は，地震の揺れと地下水の作用により，緩い斜面でも

スピードの速い土砂崩れが遠くまで達する『高速土砂

流動』であったものと想定される． 

『高速土砂流動』：地下水を含む傾斜地の地盤が地

震動で揺さぶられ，バラバラになった土砂の粒子間に

水が入って軟化し発生する現象． 

地震災害箇所 
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図-6.7 造成前に空撮された写真を基に国土地理院

が作成した土砂災害周辺図 

 

 

大規模土砂崩れの状況写真を以下に示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-6.8 水田から見た土砂災害の全景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-6.9 近隣住宅の土砂流出跡 

（路上の土砂は排土されている） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-6.10 緩斜面の土砂崩れの状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-6.11 緩斜面の土砂崩れ先端の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-6.12 緩斜面の土砂崩れの応急復旧状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-6.13 緩斜面の土砂崩れの土砂の状況 
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【岩手県大船渡港液状化現象による地盤沈下】 

岩手県大船渡港の岸壁において，液状化現象による

地盤沈下が発生した．陥没は，大船渡港野々田ふ頭（用

地65ヘクタール：同ふ頭は1988年に竣工）の岸壁から

40mほど入ったコンクリートの施工打ち継ぎ目の場所

で57mにわたって発生し，段差は約20cm．地面の亀裂は，

約100mにわたっている．噴出した土砂の量は，推定で

約15,000m2の範囲に約10cm噴出しており，噴出土砂量

として1,500m3に上っている． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-6.14 大船渡港野々田ふ頭岸壁に生じたクラック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図-6.15 大船渡港野々田ふ頭岸壁の地震被害状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-6.16 大船渡港野々田ふ頭岸壁の施工断面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図-6.17 大船渡港  液状化による噴砂跡 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   図-6.18 大船渡港 材木置き場付近の噴砂跡 

 


